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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ル、対円で上昇となりました。またトルコの2年国債金

利は低下しました。

トルコ金融市場では、引き続きトルコ中央銀行の金

融政策が通貨の安定に寄与するかをめぐる思惑に左

右されやすい展開となりました。トランプ米大統領とエ

ルドアン大統領の電話会談を受けて、対米関係の悪

化懸念が後退したことや、通貨安が続く場合にはトル

コ中央銀行がさらなる金融引き締めを実施するとの見

方などがトルコ・リラを支え、1週間を通してみると通貨・

債券共に堅調に推移しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、11月の消費者物価指数が発表されます。
足元ではインフレが加速を続けており、鈍化の兆しが
見られるかに注目が集まります。

今週についても、引き続きトルコ・リラの動向に注目
が集まりやすいと想定します。また、マネー・ロンダリン
グ事件に関与した疑いでFBI（米国連邦捜査局）に拘
束されているレザ・ザラブ氏の裁判にも注意が必要と
考えます。既に別の裁判の証人として、不正取引をエ
ルドアン大統領など政府要人が承認していたことを証
言している模様です。裁判の結果次第では、トルコの
金融機関などが米国から経済制裁を受ける可能性も
あり、対米関係の悪化が懸念される可能性もあると考
えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年11月25日～2017年12月1日までの推移】

（2017年11月3日～2017年12月1日）

【トルコ 金利推移】
（2017年11月3日～2017年12月1日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

2017年12月5日
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